
令和 20 年度までに実現を目指す県立高校の姿（案） 
 
１．県立高校の基本目標 
 

 
    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

高 校 

義務教育と社会をつなぐ場 

社会を知る場 

 

 

 

《これまでにいただいた様々なご意見》 

①学び続ける態度の育成、主体的な学び、探究的
な学び、STEAM 教育の充実 

②グローバル教育、異文化と交流する機会、外国
語教育の充実 

③ＩＣＴやＡＩを活用した学習、データサイエン
スに関する学習の推進 

④多様な人々と触れ合う機会、共生社会の実現に
向けた意識の醸成 

⑤スクール・ポリシーに基いた学校の魅力化・特
色化 

⑥多様な背景を持つ生徒への対応、個別最適な学
びの提供 

⑦生徒の進路実現に向けた指導の充実 

⑧本県の産業振興を支える職業教育の充実 

⑨地域や企業と連携したカリキュラム、キャリア
意識の醸成 

⑩教師のウェルビーイングの向上につながる職場
環境の整備 

中学校 

高等教育機関等 

社 会 
《社会の変化》 
 科学技術やグローバル化の進展、人口減少の進行など 

《生徒の変化》 
 〇興味・関心、進路希望の多様化 
 〇教育ニーズの多様化 
  (外国籍生徒、不登校生徒、特別支援教育など) 

予測困難な時代 

アドミッションポリシー 

グラデュエーションポリシー 

カリキュラムポリシー 

《大学の変化》入試方法の多様化 

高等学校進学率 99.3% 

就職率 19.7% 

進学率 76.2% 

進学率、就職率は令和５年度学校基本調査より 

資料１ 

小学校 

育成を 目指す資質・ 能力に関する 方針 

教育課程の編成及び実施に関する 方針 

入学者の受入れに関する 方針 

《基本目標》 

(1)時代に適応し、未来を拓く人材の 

育成  
めまぐるしく変化し続ける予測困難な時代

においても、社会の変化やニーズを的確に読

み取り、様々な人々と協働して社会参画でき

るよう、個別最適な学びと協働的な学びを組

み合わせ、生徒一人ひとりの生きる力とレジ

リエンスを育む。 

 

(2)学びたい、学んでよかったと思える

高校づくり  
①各校がオンリーワンの特色を創出し、そ

こで学びたい生徒を受け入れて、②義務教育

までに身に付けた資質・能力をさらに伸ばし

ながら、将来の目標を明確化させ、③目標達

成に必要な就職・進学を実現させる。  
 

(3)富山ならではの教育を通したウェル

ビーイングの向上  
富山県が誇る豊かな自然・文化や本県の発

展を支える産業に加え、地域や企業と連携す

るネットワークを十分活用したカリキュラム

を提供し、生徒・教員のウェルビーイングを

向上させる。 
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中高一貫
教育校

国際ﾊﾞｶﾛﾚｱ
認定校等

外国人生徒
特別枠

全国募集

①スタンダード
共通教科の学習を主体として、学校の状況やスクール・ポ
リシーに応じた教育課程の編成

共通教科を主体とした科目
の開設

②ＳＴＥＡＭ
卒業後の高等教育機関での研究等を視野に入れた探究活動
や教科横断的な学びを実践し、問題解決能力や創造力を育
む。

探究活動を充実するための
教育プログラムの実施

〇

③グローバル
国際感覚を持って海外と関わる人材を育成するためのグ
ローバル教育を実践する。

普通系専門学科（国際）の
設置

〇 〇 〇

④未来創造
スポーツや芸術文化、データサイエンスなど特色ある普通
系専門科目を重点的に学び、部活動の強化も図る。

普通系専門科目（音楽・美
術・体育・情報など）の開
設

〇

⑤地域共創
地域の企業や高等教育機関等と連携した教育活動を展開す
るなど、独自性のある教育を実践する。

独自性のある教育プログラ
ムの実施

〇

⑥エンパワーメント
様々な理由から義務教育の内容について学習不足である生
徒等が、基礎学力を習得し、自己肯定感を高め、生きる力
を育むことができる教育を実践する。

基礎学力を習得するための
学校設定科目の開設

〇

入学後のキャリア教育等を通して、自身の進路希望を明確
にし、進路に合った学びを提供する。

複数の専門科目の開設 〇

進路を見据え、１年次から職業系の特定専門科目を履修
し、各分野で即戦力となるスペシャリストを育成する。

デュアルシステム等の特別
プログラムの実施

「様々なタイプの学校・学科等」との親和性

普
通
系
学
科

⑦総合学科

⑧職業系専門学科

区分 教育内容 必要となる教育課程等

令和 20 年度までに実現を目指す県立高校の姿（案） 
２．県立高校の配置の姿 

（１）どんな「学科構成」を 
「基本目標」の達成に向け必要と考えられる主な教育内容と、提言で示された「様々なタイプの学校・学科」との親和性 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料２ 
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（Ｂ） （Ｃ） （Ｅ） （Ｆ） （Ｇ） （Ｈ）

職業系
専門学科

複数の学科
構成

総合学科
職業系

専門学科
普通系学科

職業系
専門学科

〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇

〇 ○

〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇

０～１校 ２校 ２校 ２～３校

学
科

学
校
規
模 設置の理由

複数の学科構成

大規模校（新築など）
（１学年400～480人)

規模

⑥エンパワーメント

④未来創造

③グローバル

②ＳＴＥＡＭ

①スタンダード

普
通
系
学
科

２～３校 １３～１５校

小規模校
（１学年120人以下）

・現在の高校施設の活用を基本とし、中規模校を設置する。
・教員配置及び開設科目、部活動の数等を維持し、生徒の
　選択肢を確保する。

普通系学科　

中規模校（改修も含む）
（１学年200～240人）

（Ａ） （Ｄ）

小規模校ならではの特色ある教
育活動が期待される場合や、生
徒の通学時間を考慮して設置す
る。

・令和20年度以降も見通した拠点校として大規
　模校の設置を目指す。
・様々な進路希望を持つ生徒と交流し、多様な
　考え方に接することで他者と協働して社会参
　画できる力を高める学校

２校 ７～８校

⑦総合学科

⑧職業系専門学科

全県
（20校程度）

⑤地域共創

３～４校

（２）どんな「規模」で 

県全体の募集定員は 4,000～5,000 人程度と見込まれることから、全県で 20 校程度（平均募集定員 200～250 人）とし、学科の組み合わせ

により様々な学びの場を提供する。 
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様々な学科構成×様々な学校規模＝幅広い選択肢の提供 
～令和 20 年度までに実現を目指す県立高校「次世代とやまハイスクール（仮称）」～ 

 
 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

普
通
系
学
科 

職
業
系
専
門
学
科 

小規模校 

大規模校 

（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）複数の学科構成又は職業系専門学科（大規模２～３校程度、中規模２校程度） 
多様な進路希望を持つ生徒と出会い、様々な考え方に接することで他者と協働する力を身に付けることができる学校 

《設置学科》普通系学科（①スタンダード、②STEAM、③グローバル、④未来創造、⑤地域共創）、⑧職業系専門学科 

（Ｆ）職業系専門学科 
（２～３校程度） 

本県の発展を支える産業

に関する専門的な知識や技

能を修得することができる

学校 

 

《設置学科》 

⑧職業系専門学科 

（Ｅ）総合学科 
（２校程度） 

入学後に進路希望を明確

にし、普通系科目や専門科目

から選択して自分に合った

学習ができる学校 

《設置学科》 

 普通系学科(⑥ｴﾝﾊﾟﾜｰﾒﾝﾄ)

⑦総合学科 

（Ｄ）普通系学科 
（７～８校程度） 

・高等教育機関での研究等を視野に英会話力を高めつつ、 

探究活動に取り組むことができる学校 

《設置学科》普通系学科（②STEAM、③ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ） 

・様々な学習活動を通して自分自身の個性や適性を発見し、 

将来の目標に向け資質・能力を伸ばすことができる学校 

《設置学科》普通系学科 ①スタンダード、④未来創造、 

⑤地域共創、⑥エンパワーメント 

 

国際バカロ 
レア認定校 

（Ｇ）（Ｈ）特色ある教育を受けることができる学校(３～４校程度) 

中
規
模
校 

県
立
学
校 

私
立
高
校 

定時制高校（通信制併設校含む） 
《設置学科》普通科、国際科、農業科、工業科、商業科、家庭科、看護科 

特別支援学校 

私立全日制高校（通信制併設校含む） 

《設置学科》普通科、工業科 

協調 

資料３ 

大
規
模
校 

小
規
模
校 

中高一貫 
教育校 

外国人生徒 
特別枠 

県立定時制・通信制高校、県立特別支援学校、私立高校は令和７年度１学年募集定員（人員）による設置状況 
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